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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年10月16日(2014.10.16)

【公開番号】特開2013-64040(P2013-64040A)
【公開日】平成25年4月11日(2013.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2013-017
【出願番号】特願2011-202224(P2011-202224)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  11/26     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/028    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  11/26    　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ   5/20    １０１　
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｅ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０５　
   Ｇ０３Ｆ   7/028   　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５０５　

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月29日(2014.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）染料、（Ｂ）溶剤及び（Ｃ）バインダー樹脂を含有し、
（Ａ）染料が、下記式（Ｉ）で表される化合物を含有することを特徴とする、着色樹脂組
成物。
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【化１】

（上記式（Ｉ）中、Ｒaは、ハメット則において０＜σ＜１．５である基を有する基を表
す。
　尚、複数含まれるＲaは、同じでもよく、異なっていてもよい。
　Ａｒaは、置換基を有していてもよい芳香族環基又は青色色素を部分構造として含む基
を表す。
　ｍ１は、１～４の整数を表す。
　Ｒ1～Ｒ6は、各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、又は置換
基を有していてもよい芳香族環基を示す。
　隣接するＲ1～Ｒ6同士が連結して環を形成していてもよく、該環は、置換基を有してい
てもよい。
　Ｒ7及びＲ8は、各々独立に、水素原子、又は任意の置換基を表す。
　Ｒ7及びＲ8は、互いに連結して環を形成していてもよく、該環は置換基を有していても
よい。
　又、上記式（Ｉ）中のベンゼン環及びインドール環は更に任意の置換基を有していても
よい。
　尚、１分子中に複数の下記式（Ｉ）CAで表されるカチオン
【化２】

が含まれる場合、それらは同じ構造であっても、異なる構造であってもよい。）
【請求項２】
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　Ａｒaがアントラキノン骨格を含む基であることを特徴とする、請求項１に記載の着色
樹脂組成物。
【請求項３】
　前記式（Ｉ）で表される化合物が、下記式（ＩＩ）で表される化合物であることを特徴
とする、請求項１に記載の着色樹脂組成物。
【化３】

（上記式（ＩＩ）中、Ｒ1～Ｒ8、Ｒa及びｍ１、前記式（Ｉ）におけると同義である。
　上記式（ＩＩ）中のベンゼン環は、更に任意の置換基を有していてもよい。
　尚、一分子中に複数含まれる前記式（Ｉ）CAで表されるカチオン及びＲaは、各々独立
に、同じでもよく、また異なっていてもよい。）
【請求項４】
　前記Ｒaが、フッ素原子を含有する基であることを特徴とする、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の着色樹脂組成物。
【請求項５】
　更に、（Ｄ）重合性モノマーを含有することを特徴とする、請求項１～４のいずれか一
項に記載の着色樹脂組成物。
【請求項６】
　更に、（Ｅ）光重合開始成分及び／又は熱重合開始成分を含有することを特徴とする、
請求項１～７のいずれか一項に記載の着色樹脂組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の着色樹脂組成物を用いて形成される画素を有する
、カラーフィルタ。
【請求項８】
　請求項７に記載のカラーフィルタを有する、液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項７に記載のカラーフィルタを有する、有機ＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　下記式（Ｉ）で表される化合物を含有することを特徴とする、染料。
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【化４】

（上記式（Ｉ）中、Ｒaは、ハメット則において０＜σ＜１．５である基を有する基を表
す。
　尚、複数含まれるＲaは、同じでもよく、異なっていてもよい。
　Ａｒaは、置換基を有していてもよい芳香族環基又は青色色素を部分構造として含む基
を表す。
　ｍ１は、１～４の整数を表す。
　Ｒ1～Ｒ6は、各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、又は置換
基を有していてもよい芳香族環基を示す。
　隣接するＲ1～Ｒ6同士が連結して環を形成していてもよく、該環は、置換基を有してい
てもよい。
　Ｒ7及びＲ8は、各々独立に、水素原子、又は任意の置換基を表す。
　Ｒ7及びＲ8は、互いに連結して環を形成していてもよく、該環は置換基を有していても
よい。
　又、上記式（Ｉ）中のベンゼン環及びインドール環は更に任意の置換基を有していても
よい。
　尚、１分子中に複数の下記式（Ｉ）CAで表されるカチオン
【化５】

が含まれる場合、それらは同じ構造であっても、異なる構造であってもよい。）
【請求項１１】
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　Ａｒaがアントラキノン骨格を含む基であることを特徴とする、請求項１０に記載の染
料。
【請求項１２】
　前記式（Ｉ）で表される化合物が、下記式（ＩＩ）で表される化合物であることを特徴
とする、請求項１０に記載の染料。
【化６】

（上記式（ＩＩ）中、Ｒ1～Ｒ8、Ｒa及びｍ１、前記式（Ｉ）におけると同義である。
　上記式（ＩＩ）中のベンゼン環は、更に任意の置換基を有していてもよい。
　尚、一分子中に複数含まれる前記式（Ｉ）CAで表されるカチオン及びＲaは、各々独立
に、同じでもよく、また異なっていてもよい。）
【請求項１３】
　前記Ｒaが、フッ素原子を含有する基であることを特徴とする、請求項１０～１２のい
ずれか一項に記載の染料。
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